日本ウマ科学会　第二回常任理事会議事録
日時：2009年2月14日（火曜日）12：00～15：00

場所：JRA本部（西新橋）６階会議室

出席者：小川会長、和田副会長、楠瀬庶務担当常任理事、吉田会計担当常任理事、局編集
担当常任理事、石田学術担当常任理事、徳力国際担当常任理事、間事務局

欠席：菅野副会長、青木広報担当常任理事

議題：
１、日本ウマ科学会の会則施行規程の改正について


２、2009年度の学術集会


３、名誉会員の推戴


４、その他

議事

小川会長を議長として議事に入った。
議題１
　昨年度、初めて実施した馬臨床獣医ワーキンググループの活動が非常に好評だった。そこで、ワーキンググループの位置づけを正式のものするため、日本ウマ科学会の施行規程を改正してその存在を明記する。改正後の規程は以下のとおりとなった。
記

（ワーキンググループ）

第１２条　この学会は会則第３条５項に基づき常任理事のもと専門分野に応じワ
ーキンググループを置くことができる。

２、ワーキンググループの代表は会の名称、目的、代表者名を会長に届けなければならない。

３、ワーキンググループに関する規定は別に定める。

（施行規程の改変）

第１３条
この規程の改変は、理事会の承認を必要とする。

議題２
2009年度の学術集会について、11月30日にJRA調査研究発表会を弥生
講堂で、同時に弥生講堂隣接したアネックスで展示を行う。当日夕方に日本
ウマ科学会の懇親会を開催し、今年度は会費3000円、130名程度を予定し
ている。2日目はBrooks先生の講義と同時に日本ウマ科学会の一般口演、
午後は日本ウマ科学会の一般口演のみ、15時30分からワーキンググループ
の症例検討会を開催。また、Brooks先生はその後、美浦TCおよび静内にて
日本ウマ科学会の会員対象の講義および実習をする予定。学術集会の参加費
を例年通り徴収することとなった。
議題３
名誉会員として長谷川篤彦会員を推薦することで同意した。
議題４
１）常任理事の交代について。JRAは3月1日に定期人事異動があり、副会
長の和田隆一（総研所長）および庶務担当理事の楠瀬良（企画調整室長）が
異動になる。新しく、副会長には藤井良和、庶務担当理事には安斉了の両氏
の就任が報告された。

２）学術賞について。前年度の8月に鹿児島大学の三角会員から自薦
があったが、昨年は締め切った後での申し出であった。そこで、本年度の対
象としたい旨報告があり、了承された。


３）功労賞として彫刻家の後藤信夫会員を推薦することで同意。

４）海外派遣支援について。近年、支援者に対する補助を行っていないこと
から、積極的にアナウンス（ヒポファイルと学会誌）し、応募者を募集する
ことになった。

５）今後の学術集会、特にシンポジウムについて。日本ウマか学会のＨＰで
シンポジウムとして取り上げて欲しいテーマを募るような方法を取り入れる
案がだされ、募集の文面等注意し、この方法で次年度以降実施することが確
認された。
（以上）

